
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) まずはビーカー図をかいてみます。 

 

(2) 

 

 （ア）の塩の量＝（イ）の塩の量 

 

（ア）の塩の量・・250×0.08=20g 

（イ）の塩の量も 20g なので， 

食塩水の量（▲）は， 

   20÷0.05＝400g 

 

求めるのは水の量□ｇなので， 

  400－250＝150g 
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 250g 
5 % 

水を加えても塩の量は変わりません。 
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(3)   

 

  

 （ア）の塩の量＝（イ）の塩の量 

 

（ア）の塩の量・・400×0.03=12g 

 

（イ）の塩の量も 12g なので， 

 

食塩水の量（▲）は， 12÷0.05＝240g 

    

   

 

 

水を蒸発させても塩の量は変わりません。 

3% 5% 

400g 

（ア）12g 
（イ）12g 

求めるのは，蒸発させる水の量なので， 

 400－240＝160g 

 
160g 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。 中学受験のヘクトパスカル 

 

その２ 
５年上第６回

改訂版 


